
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年 4 月 1 日、佐賀市立諸富中学校長として着任しました渕上純

(ふちがみじゅん)と申します。 

これまでは、多久市、小城市、佐賀市、唐津市で勤務をしてきまし

た。前任は 2 年間、佐賀県最北端の離島、加唐島の唐津市立加唐小

中学校長として 2 年間勤務をしておりました。 

 今年度より、伝統ある諸富中学校で校長として勤務できることを

誇りに思っています。諸富中の子どもたちのために全力で頑張りま

すので、保護者や地域の皆様方どうぞご指導よろしくお願いいたし

ます。 

何かあればいつでも校長室へおいでください。こころよりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 若葦 

 
■ 校長あいさつ 

■学校教育目標 

佐賀市立諸富中学校 学校だより 第１号 

令和 6 年４月８日発行 

文責 校長 渕上 純 わか あし 

校歌の歌詞にある「葦」は諸富町内の水辺に生息しているイネ科の草

です。哲学者パスカル(1623～1662)が「人間は、自然のうちで最も弱い

一本の葦に過ぎない。しかしそれは考える葦である。」と思考する人間

の偉大さを表した言葉を残しています。 

夢をもち たくましく 挑戦する 生徒の育成   創り，つなぐ～ 夢 絆  伝統 ～ 

 
■ 令和６年度 学校経営方針 学校教育目標 



 

 

 

 この度の人事異動で下記の職員が転入しました。これからいろいろな面でお世話になり

ます。前任者同様によろしくお願いいたします。 

※ 転入者氏名は、配布物(紙媒体)のみ記入しています。 

 

 

 

 今年度より、諸富中学校区３校(諸中、諸北小、諸南小)が地域運営学校(コミュニティー

スクール)となることを踏まえて、左記のように、令和６年度の学校経営方針を設定しまし

た。[地域運営学校については次号で説明予定です。] 

また、これまでの学校教育目標をベースはそのままに、「めざす生徒像」から視点を明確

にし、今年度の学校教育目標を次のようにいたしました。 

 

 

 

 

 

 キーワードは「夢」「たくましさ」「挑戦」「絆」「伝統」となっております。 

 学習指導要領には、これからの未来は、将来の変化を予測することが困難な時代になる

と書かれています。更に、子どもたちには現在と未来に向けて、自らの人生をどのように

拓(ひら)いて行くのか、自らの生涯を生きぬく力をどのように培っていくかが問われてい

ます。 

諸富中の子どもたちには、目の前にどのような困難な壁が立ちはだかっても、常に、「夢」

をもち、「たくましく(少々のことではくじけない事)」「挑戦」を続けることができる生徒

に育ってほしいと願っています。 

また、郷土や母校の「伝統」に自覚と誇りをもち、地域の方々や友達と、助け合い、支

え合い「絆」を深めながら困難に立ち向かってほしいと願っています。 

 

■スマホ等で右の QR コードを読みとっていただくか、下記のアドレスを 
入力していただくと諸富中学校 HP をご覧になることができます。 

 

■https://www.education.saga.jp/hp/morodomi-j/ 
 

 学校教育目標 

  夢をもち たくましく 挑戦する 生徒の育成 
          創り , つなぐ ～ 夢 絆 伝統 ～ 

 
■ 4/8(月) 令和６年度 人事異動 


